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光妙寺三郎

一その人と足跡一

福井純子

はじめに

ここに紹介する光妙寺三郎(1847-1893)は現在では忘れられた人物である。彼の名

前にいささかなりとも光が当てられるのは，鑑き日の西囲寺公望との関係においてで

ある。パリの星旗楼における両者の解遁については，西圃寺が雑誌ｒ世界之日本』第

３巻第21号（1899年６月241]）に「如何なるこれ風流」と題して書き残している])。こ

の一文は国木田独歩編『陶庵随筆』（新声社1903年)２１に収められ，西園寺の風流公子

ぶＩ)を伝える逸話としてよく知られており，三郎はその相方として登場する。また西

園寺はこの三郎との出逢いを`懐しんで，つぎのような漢詩を作っている３１。

星旗楼題壁。二十年前。予与光妙寺三郎飲此楼。三郎有詩最琴`情奈我伺之句。

今再過之。不禁繊然。因作二十八字。

琴情詩景夢荘荘二十年前旧酒場

無数垂楊生意尽傷心不独為三郎。

星旗楼で出逢った西園寺は三郎と「フランスの学友にして，悪友を兼ねたものｒ）

であI)，ともにハイカラ紳士の酒落者であった。西園寺文部大臣はヨーロッパから取

り寄せた香水や髪油を地方視察の際も一式携えたといわれているし'，三郎の風采挙

動はパリジャンの如く，彼が歩くと－町も先から香水のかおりがしたという逸話が

残っている`'。このように光妙寺三郎は西圃寺のフランス時代の悪友として逸話の中

において語られたきた。三郎の略伝を記したものとしては『日本帝国国会議員正伝』

(水戸照陽編田中宋栄堂刊1890年)，前橋潮洲「光妙寺三郎」（『明治法学』３０号-36号
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1902年２月２日－５月201］明治大学図普館所蔵マイクロフイルム)がある。前者は第１回

衆議院議員選挙当選者のプロフィールをまとめたもので，三郎の生前に誓れたもので

あり，後者は三郎が講師をつとめた明治法律学校の機関誌に没後10周年の追悼記事と

して連救されたものである。1902年以降に書かれた光妙寺関係の文献，たとえば「近

世防府人物誌」（佐伯為蔵編輯発行1933年)や「近世防長人名辞典増補版』（吉田祥朔

マツパ!「店1976年)などの記述は，ほぼ上記二点の略伝を典拠としている。木戸，前

橋の二作は同時代に智かれたものとして大きな意味を持っている。しかしこれらが三

郎を逸話の世界に閉じ込めてもいる。没後１００年の今日，彼を伝説の中の人物から歴

史上の人物へ解き放ちたい，というのが本稿のねらいである。

第１章誕生

第１節光妙寺と半雲和尚

三郎は弘化４年(]847)８月，周防国三田尻の光妙寺主半雲和尚(1812-]874)の三男に

生まれた71。光妙寺，正しくは浄土真宗本願寺派鬼玉１１｣光妙寺は山口県防府市東三田

尻１丁目に現存する。三郎は父が住持する寺の名前を姓としたのである。また彼は時
みつ廷

に光H]脇)を名乗るが，こｵLは光の字をとったものである。さて，当寺は文明６年

(1474)大和国高市郡I|｣田村に草創され，その後芸州吉田に移り，さらに慶長年間，毛

利輝元の防長打入に際して三田尻の舸子町に引寺した。現在地に所替えになったのは

貞享４年(1687)のことである'１。三田尻は瀬戸内海に面した萩藩領の村であった。同

所は古くからの海賊の根拠地のひとつであり，慶長期に毛利氏の御船蔵が置かれる

と，海上・陸上の交通の結節点として発達した。慶応元年(1865)には萩藩の海軍局が

設けられ海軍兵学校も開校したⅡ川。

三郎の父半雲和尚は幕末維新期にこの寺の住職をつとめたが，彼は「聡敏奇才」い

と評される多芸多才の人であった。彼は書画器物を蒐集するのみならず，自らその技

に秀いで，数百余に上る潤筆料によって茶菓を楽しみ，郷の赴くまま兼を執ったとい

う'型。また彼は俳句を好んだ。ｒ周陽三家句集．！（清水米泉・Ｈ１中稲守撰1882年)には同

地の俳人公成・素兄とともに，其羊と号した半雲の句が収められている']'。ちなみに

同書の1Mt文は，三郎が水賓居士と号して記していた。

第２節三郎とその兄弟

半雲ｷﾞⅡ尚は1874年(明論７）ｌ)j27日，６３歳の生涯を終えた。７カ月後の同年８月，

門人によって境内に和尚の墓碑が建立され，現在も姿をとどめている:↓)。
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ところでこの墓碑によると半雲には四男一女があった。長男有蔵，次男無蔵，三男

三郎，四男為然である。一女は判明しない。真宗寺院に生まれた彼ら兄弟は，有蔵と

為然は本願寺宗政改革に．無蔵と三郎は袈裟を脱いで奇兵隊，鴻城軍に身を投じた]卸。

有蔵は明治初年の本願寺改革の中心になった島地黙雷，赤松連城の側近であった。

慶応４年(1867)春，有蔵は黙雷に先がけて上京し，改革の時宜をはかるため，京都・

摂津・河内を探索していた'航。彼の報告をうけて黙雷は改革の火の手をあげ，７月，

｢乍恐不顧忌諒奉建言候'二|上覚｣]７１を本山に提出した。この建言醤には長防二州法中総

代として，黙雷・連城とともに光妙寺有蔵の署名がある。

為然は明治５年(1872)，連城・堀川教阿とともに本願寺の留学僧としてドイツへ派

遣された。この留学は，梅上沢融・黙雷の欧米宗教事情視察に同行したものである

１画。本願寺一行は1872年３月６日(旧雁１月27日)横浜を出向し，西まわり航路で４月２０

日(|H暦31113日)マルセイユに上陸した。黙雷はこの出発から帰国までの記録を「航

西日策」「洋外慢筆」にとどめている''１．－行はリヨンを経て４月26日(旧暦３月19日）

バリに入Ｉ)，為然は５１］７日(Ⅱ二I暦４Ⅱ１日)単身ドイツに向かった。為然の修学ぶl〕

について黙溌は「光田頬ル深理ヲ考駁ス，書中ノ髄ヲ得，実二他日ノ千城也」と述べ

ていた２０)。しかし為然はドイツで病を得，1874年８月，連城につき添われて帰国し

た。あたかも父半雲の墓碑が建立された頃である。為然の病は癒えず，翌75年６月東

京で没した。享年27歳であった２１１。

第２章青年

第１節出郷と修学

慶応元年(1864)，三郎は寺籍を脱し光田と名乗って鴻城軍に入隊した。当時の三郎

についてつぎのような回想がある221。

年齢十六七許，常時新流行の呉紹服羽織を着し，眉目頗る清秀なり。進んで曰
１尺．マ】

〈小計は三田尻光明寺の三男な')，今綴流を脱して兵籍に入り，以て190か国事に

蓋す所あらんとす，切に乞ふ隊長の部下に属するを得んと。之に其善くする所問

へは，曰く，読書習字は多少の素養を具す，但剣槍に到りては，未だ多く学ふ所

あらすといへとも，是より習熟せんことを欲すと。言語明Mii，応対節に中り，宛

として老成人の如し。

｢読書習字は多少の素養を具す」と自負するほどに人の眼をひく才走った若者で



１０６特集比較文化研究

あったのだろう。彼は鴻城軍で井上馨の書記役をつとめ23'，この後，生涯にわたって

井上の後援をうけることになる。また萩藩の儒者天野謙吉は青年三郎を「君天資願
（雛）

敏，明乎見理，故自詩楳書画之芸，以至軍陣|隊伍之術，亦皆嘗善之突，（中略)君必有

能践其名字之実者，余将刮目而俟之突」と評していた劃)。

鴻城軍に身を投じた三郎は了防長回天史』窪によると慶応４年１月松本鼎三ととも

に津山藩の恭順の誓替を受け取る役を命じられた。いつぽう『岡山県史近世編｣鯛）

によると，津山藩は１月18日，長州より国論糾問の書状が届き，翌19日，長使に朝命

遵奉を伝えた。この長使が三郎であろう。後年，元津山藩家老が参与木戸孝允に語っ

たところによると，勤王恭順を説く三郎は弁論鋭<気魂雄揮であったという27)。また

彼は，この使命の途上，つぎのような詩を作ったといわれている麹'。

春兼王化一般還，行味梅敢又柳湾，

猶恨東皇恩未遍，数峰残雪美州山

時代の動きに敏感な三田尻の地に生まれ，幕末の激動に身を投じたふたりの兄を間

近に見ていた三郎もまた，同時代の多くの青年達と同様尊王という新しいイデオロ

ギーを選び取っていた。

三郎は津山から京都に入り，滞京中の井上馨を訪れた卿'・長崎に向かう予定であっ

た井上は，かねてから洋学修行の希望を持っていた三郎に長崎への同行を勧めたとい

う鋤'。この頃，井上は文字通}〕東奔西走の日々を送っていたが，1868年初頭，彼が京

都に滞在していたのは|日暦２月７日からの数日間である剛'・三郎が京都の井上を訪れ

たのは，この期間と見て間違いないだろう。井上は年譜によると旧暦２月14日には九

州鎮撫総督参謀兼長崎裁判所参謀として長崎に入航している。長崎に到着した三郎は

まず振遠隊長として同地の治安維持につとめ，その後フランス語を学習したという。

しかし彼の長崎滞在は長くなかったようだ。なぜなら，同年旧暦５月27日，三田尻に

赴いた木戸孝允が三郎に会っているからである麺'。

その後三郎は東京に転任する井上に随って横浜の兵学校に入学したというが劃，こ

れは明治２年(1869)春のことである。井上は年譜によると，旧暦５月24日，大阪から

木戸とともに乗艦し同月26日早朝横浜に上陸している。井上は東京へ向かったが木戸

は横浜に残り，『日記』によると同月28日，三郎と面会している。その時の模様を木

戸はつぎのように記している。
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光田三郎'１１城和助等来て時事を相談し内外中の内外におゐても積年の気脈如何と

不安の件々不少互に相慨嘆す（中略）六字前帰寓静間光田'11城屋大黒屋等来る小

酌閑談至十字て尽相去

『木戸日記』によると，三郎は旧暦６月２日，同７月１１日にも鳥尾小弥太とともに

木戸を訪問している。この時期の三郎は山城屋和助や鳥尾との交際が深かったよう

だ。彼はまた学業の合い間にしばしば伊藤博文の屋敷に赴いたという鋼)。明治２年６

月13日付伊藤宛書簡の中で木戸は「一昨日光田子へ相頼み置候書類も世外兄之手に入

候哉」と書いている351・三郎が木戸・井上・伊藤間の連絡役として動いていた様子が

うかがえる。

第２節留学

三郎が学んだ横浜の兵学校は慶応元年(1865)３月幕府が創設したフランス語学校

で，新政府に引き継がれたものであった。明治３年(1870)８月，三郎は長州藩から毎

月７両の学資金をうけることになり，１２月には，′I､倉衛門介・周布金槌とともに藩費

留学生としてフランス留学の許可を受けた"》。彼は翌年１月に出発したが，留学生の

選抜にあたっては木戸・井上の推韓によるところが多いという17》。『木戸日記」明治

３年１０月22日，２６日，２７日の各条には「光田三郎来話」の文字が見えるが，これは留

学の相談だったのだろうか。木戸と三郎との関係は留学後も続く。留学生三郎は岩倉

使節団の全権副使として渡欧した木戸に都合５回会っている。1872年12月26日(旧暦

11月26日)はパリで，７３年２月20日・２３日はブリュッセルで，３月23日にはベルリンに

出向き，木戸・伊藤・静間幸助・桂太郎とともに車でハーグまで遠出を楽しんだ。４

月１５日，三郎はベルリンで木戸に別れを告げた:１８)。これが両者の生涯の別れとなっ

た。後年，三郎は木戸を懐旧してつぎのような詩を作っていた],)。

創守当年夙留神

公門桃李尽名臣

依稀言貌温如春

天降大任於是人

王業中興頼公力

対幅追'懐執謁曰

さて，三郎はフランス留学生として出発したが，留学当初はベルギーで学んでい

た。ア木戸日記」明治５年(1872)11月26日条に｢飯田は蘭光田柏村は白に留学せ})」と

の一文がある。飯田吉治郎・柏村庸之允も三郎と同様山口藩の藩費留学生である４m。
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木戸とのパリでの再会を果たした時，三郎はベルギーからやって来たものらしい。

1872年４月から１１月初旬に作成されたと考えられている入江文郎作成のフランス留学

生名簿にも三郎の名前はない'1'。また'873年７月４日付で田中不二麿が三条太政大臣

に提出した｢海外留学生改正御処分之義二付伺｣でも彼はベルギー留学生と記されてい

る蝉･三郎が渡欧した1871年は普仏戦争とバリ・コミユーンによってフランスは疲弊

し，大学も荒廃していた。多くのフランス留学生は避難措置としてベルギーに移って

いた。三郎もそのひとりであった。フランスが凋落の一途を辿っていたその時，ベル

ギーでは近代産業が勃興し国力の増進をはかっていた。三郎は没落する旧大国フラン

スと新興国ベルギーをともに見つめながらヨーロッパの文化と文明に接したのである。

７３年７月の田中伺脅以降，しばらく史料の上で三郎の姿を追うことはできない。つ

ぎに彼の動向をうかがうことができるのはバリ大学学籍簿記載の1875年(明治８）１月

12-13日の文学得業士資格の認定である１３'・次表の如く，この認定をうけることに

よって，１月26日にパリ大学法学部で第１回の受講登録を行っている。同校における

彼の学歴は表のとおりであるが，成績の見方について大久保泰甫氏に従って説明を加

えよう"'・成績評価は各受験者がすべての科目の口述試験終了後，複数の試験委貝

(得業士第１回試験のみ３名，あとは４名）が一人づつ総合的評価として行う。具体

的には各委員がＢ（白)＝秀，ＢＲ（白赤)＝優，Ｒ（赤)＝良，ＲＮ（赤黒)＝可，Ｎ（黒）

＝不可の判定用小球のいずれかを投票箱に入れ，その種類と数をかぞえる。その評価

でＮがふたつ以上になると落第である。三郎は1878年２月23日，日本人としてはじ

めてバリ大学から法学士証書を授与された。

パリ大学法学部における学歴と成績

Ｌ
－－ｌ

パリ大学学籍瀞(バリllil立公文Nll:鮒所蔵)より作成。
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第３節パリの交友

冒頭で述べたように三郎は星旗楼で西園寺公望と出逢っていた。この対面がいつの

ことであるか確定はしがたいが，パリ大学の第１回受講登録が西園寺は75年11月編'三

郎が75年１月である。前述の島地黙雷の日記によると三郎はしばしばパリに出てきて

いたようだがｌｉｉ１，ふたりの出会いは75年頃と考えてよいだろう。この星旗楼の思い出

は20年後の回想や漢詩のほかに，数年後の1882年(明治15)11月14日付西園寺書簡の中

にも，つぎのような詩で語られている箙'。

当年曾怨減春光題壁依然墨尚香

帯酔人懲棚艦立一天明月憶三郎

この詩には「米楼にて」という但し書が付いている。つまり懲法調査のため再渡欧

した西園寺が，米楼＝星旗楼で留学時代の思い出をよんだものである。西園寺にとっ

て三郎との出逢いは忘れがたく印象的なものであった．

ところでフランス文学者の高橋邦太郎氏はエドモン・ゴンクールの日記を紹介する

中で三郎のことについて言及していた。『ゴンクール[|記』1876年２月17日条のつぎ

の箇所である。

今日，ビュルチイ邸で二人の日本人と共に晩餐。公子西園寺と他の一人は平民。

公子は支那人の型。釣り上った眼。厚い唇の口，あどけなく微笑をた、えた顔。

こういう顔の造作が真中から分けた髪の下に並んでいる。髪の分け方は巴里の風

流才子のそれである。

他の－人は，や、国粋的な型。紙，或は木の仮面に見るような浮彫の顔。髭も，

髪も漆黒。額の下の眉の突起は甚だし〈飛び離れており，いざ、か血走った白眼

の中の瞳は欧羅巴人のように，決して中央に凝つとしていない。何事か心中の情

熱に焦慮しているのか，乃至興奮しているのか，下に，上に，左右に絶えず動い

ているので，彼の視線が熱に浮かされているような，奇`怪なものに見える。

高橋氏は西圃寺の同行者であるもうひとりの日本人を三郎であろうと推測したので

ある。この推測は魅力的なものであり，つぎの２点からも賛成できるものである。第

一に76年２月であれば前述のように西園寺と三郎とはすでに面識があったことは充分

に考えられる。第二に，ゴンクールやビュルテイといったジャポニスム愛好家のもと
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に西園寺が同行できるほどの人物を考えるとき，三郎はうってつけの役回りなのであ

る。三郎は父半雲和尚の膝下で画を学び美への感覚が磨かれていた。三郎は少年時

代，竹田や杏雨の模写をし。真臘の区別をつけられぬ程の出来栄えであったという

''1・三郎は父の画才をうけついでいたのである。以上のように，その時期と三郎の資

質からビュルテイ邸でゴンクールに会ったもうひと})の日本人は高橋氏推測のとおり

であろうと考えられる。余談であるが，高橋氏は若い日に築地小劇場脚本部に籍を置

いていた。三郎の遺児で築地の舞台に立っていた東屋三郎から西園寺をはじめとする

バリの留学生達のはなしを聞いたことはなかっただろうか。

さて，古今集を中心とする和歌を西風寺がフランス語に訳し，ジュディット・

ゴーチェが詩の形式を整えて出版した『蜻蛉集』Poemesde1aLibellulel884年の扉

にはつぎのような三郎への献辞が掲げられている。

Ａ

ＭＩＴＯＵＤＡＫＯＭＩＯＳＩ

こよなく君の愛で給う

大和島根のもろもろの花

ここに集めて捧げまつる。

涙しげきこの国に

おぼつかな香ぐはしきそのこころは，色は。

ジュディツ・ゴオチエ

（高橋邦太郎氏訳）

JetOffrecesfleurs

Detesislesbien-aim6es・

Ｓｏｕｓｎｏｓｃｉｅｌｓｅｎｐｌｅｕｒｓ，

Reconnais-tuleurscouleurs

Etleursamesparfumees？

]、０

『随筆西園寺公』"1の中で小泉策太郎は西園寺にゴーチェと三郎の恋愛について質

問し，否定的な回答を得ていた。恋愛はともかくとして，この献辞を見る限り三郎は

西園寺とともにマダム・ゴーチェのとりまきのひとりとしてその近くにいたことは間

違いない。三郎はビュルティ，ゴンクール，ゴーチェというジヤポニスムの先導者達

と交際し，彼らに日本の文化を語り，彼らが理解し受容した，もしくは受容したいと

望む日本の姿を見たことだろう。先進文明を学びにヨーロッパに渡った留学生は，力、

の地で自国の文化がその異質性，後進性においてもてはやされる姿を見た。近代化の

ために捨てたはずの刀や根付や浮世絵が近代化を学びに行った留学先での流行の先端

にあったのである。
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三郎の帰国に当たって，西園寺は師広瀬1!『村につぎのような替簡を送ったｎｏ

拝啓，其後は如何に御起居候哉，無ｉｌＩｉ沢御無音仕，多罪此41に御座峡。狐は此

度，光Ｈ１三郎と申者帰邦仕候処，先生に御引合せ致し呉れとに付，為其呈書仕

候。同人は余程学問も出来候て，於此地は大学校卒業の者に付，欧地近況など御

尋も亦非無益と存候。望一郎とは，兄弟の如く相交候者に付，無隔意御話奉願止

候。望一郎も明年夏秋之交には，帰邦と相決候に付，其時は久々にて拝鳳，彼是

蒙高誌，且欧土情景など，可汚尊聴と，相楽居候。又説，乙亥迄の新年の高作は

珍襲，時々吟調候て，吾邦変革など想像し，万里外に在ては，実以無此｣二賜と存

候処，其以後之分を不得，遺憾之至存候。何卒右御恵投被下候はぜ，大幸の至に

候。尤も光田へ御渡候はザ，早々可相違と存候。刀継は光田の口頭に付し，右御

安否譜，草々頓首。

二月十三日

西圃寺生拝

育邨先生硯北

青村は日冊成宜園広瀬淡窓の養子で，明治３年招かれて，西園寺が開設した家塾立

命館の教師をつとめた認'･文面から見るに青村は西園寺のフランス留学後も交際をつ

づけていたのであろう。この書簡について小泉策太郎は「望一郎も明年夏秋之交に

は，帰邦云々」の部分から，これは1879年のものと推定していた熟!。しかし，1878年

１月31日に学位論文試験を終えた三郎が，帰国を目前にして西間寺に青付への紹介を

依頼して書かれたものと考える方が自然である。

第３章少壮官僚

第１節帰国と任官

三郎は1878年２月23日，パリ大学法学部学士号を取得し，その年のうちに帰国し

た。彼は大政官権少書記官に任ぜられ法ilill局専務となった５４１。任官の正確な時期は不

明である。しかし78年】１月11日には内閣委貝として元老院会議に１１１席している二町。こ

の会議の議案は「貿易銀新貨鋳造ヲ止〆旧貨再鋳発行ノ儀」であった。この当時の三

郎について，’ＩＪ江兆民はパリの西風寺にあてて「法制官に任じ，折角勉強」と書き

送っている5`'・太政官権少書記官光田三郎は79年には２度，内閣委員として元老院に

出席している３７)。1度めは５月14日に始まった「虎列刺病伝染予防規則」についての
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会議であり，太政官少書記官小野梓とともに委員をつとめていた。２度めは６月１２

日，この日の議案は「区町村会ヲ開設スル地方二於テハ金穀公借共有物取扱土木起功

ノ事項ハ総テ該会議二付シ施行スベキ件」であった。

1880年２月13日，三郎は外務省少書記官に転任した581。三郎本人の希望であったの

か，それとも前年９月の井上馨の外務卿就任と関係するのだろうか。外務省に転じて

間もない３月１日，三郎は井上に300円の借金を申し込んでいる。毎月50円づつ半年

で返済する約束でありながら４月にはすでに返済を滞らせている59)。外務省入省当

時，三郎は条約改正掛であり，８１年11月10日-82年11月６日は公信局長の地位にあっ

た釦'・井上外務卿の．懐刀という立場だったのだろうか。あるいは井上の監視のもとに

おかれていたと考えるのが妥当かもしれない。外務省少書記官時代には，留学仲間の

兆民や西園寺とともに『東洋自由新聞ｊの創刊にも名を連ねた61'・笹111臨風はｒ明治

還魂紙』の中で，「西園寺公望，光妙寺三郎氏などが帰朝して盛んに仏国思想を鼓吹

した」と書いているが;2)，三郎は在官の身であり，新聞では何ほどのこともできな

かっただろう。彼がフランス帰りとして活躍するのはその後，明治法律学校の講師に

なってからのことである。

1881年１１月24日，三郎は外務省椎大書記官に昇任し剛'，翌82年，竹添進一郎ととも

に朝鮮事務取扱を命ぜられた。閏妃殺害事件の処理のために竹添が朝鮮事務掛長と

なったのは82年８月であったが'關]，三郎の被命も同時期のことであろう。これより

３カ月後の1882年11月４日，三郎は外務書記官に昇進し，フランス在勤を命ぜられ

た゜この昇任によって彼の地位は五等官相当となり，年俸700ポンドを受けることに

なった６３１。このフランス行きは彼の念願が叶ったものといってよい。彼は同年４月１４

日付の西圃寺宛書簡で「三郎欧行未決，多分出来ヌナル可シ，恨兄卜手ヲ巴城二握ル

能ハサルヲ」と，渡欧の望みが叶ないそうにないと嘆いていたのである`"。また彼は

上司である吉田清成外務大輔に対しても海外赴任を希望する書簡を認めていた'i訂。

拝呈仕候。兼而御願申上侯海外赴任之儀，外務省へも情実纏々陳述仕置候間，速

二相運候様御賛成願上侯。さすれハ公信局其外一切之事務等公然解任相成候都合

二も可然奉存候。朝鮮一件ハ御手揃之事二候得ハ，三郎ハ不用物に有之，此際速

二赴任いたし度不堪切望之至ニ泰存候。御燗察願上候。草々不具

十月廿二日

過日拝惜之旅費返納相滞り，恐縮之至ニ泰存候。月給遺払一文も残らす，今

少々御猶予願上侯.
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光妙寺三債Ｂ吉田大輔殿内展

「公信局其外一切之事務等公然解任」といい，「朝鮮一件ハ御手揃」という文言か

らは職務への不満がうかがえるし，本省内では「不要物」であるという自己認識から

は渡欧への熱い思いが伝わってくる。本省勤務の時期彼はパリ大学法学士としての真

価を発揮すべ<２冊の法律書を翻訳している。ユツク箸『伊太利王|王|民法』（82年５月

刊)と，チヨゼフ゛ヲルシエ著了伊仏民法比較論評.ｉ（82年７月刊)であり，ともに司法

省蔵版である';鋤。刊行の時期から考えると，この２冊は公信局長を「公然解任」され

ていた時の所産であろうか。

第２節フランス在勤

三郎の渡欧にあたって井上礫は憲法調査で滞欧中の伊藤博文に対し「此度光妙寺書

記官参着之｣二は近況御悉聴可被成候」と書き送っていた6,1．この譜簡のとおり三郎は

まずベルリンの伊藤を訪れ，1883年１月，５年ぶ})でパリの土を踏んだ79)。伊藤との

面会では三郎の身の上についても話しがあったようだ。３月２日，三郎はパリで西園

寺と再会し伊藤の伝言を聞いた。そして折りかえし伊藤にあてて「三郎身上之件に付

御掛念被成下候儀不堪感謝之至」と述べ，ベルリンで面会の際お話し申し上げたとお

り「今般は三郎素志之伸縮に関し深く注意す可き俵，発程之頃井上君より懇切なる教

諭を受け誓言して来巴候位に候得は御安意奉祈候」と，新しい職務に携わる意欲と覚

悟を示している7'1。もっとも丼｣二の「懇切なる教諭」という言葉からは，希望通り，

フランスに行かせてやるから今度こそ勤め上げろという，峨後通告のニュアンスもう

かがえる．前述のように三郎は外務省に移るなり井上に多額の借金をしていたし，ま

た先の吉田宛書簡にも返済猶予の文言が見えた。このフランス行きは三郎にとって官

僚として生き残る最後のチャンスであった。

三郎の公使館での任務の中心はフランスの対アジア政策についての情報収集であっ

た。対アジア政策の大きな柱は朝鮮問題であり，これは前年の朝鮮事務取扱の延長で

もあった。通常であれば出先の公使館貝は本国の外務省との間で連絡を取りあうのだ

が．彼の着任当初は前述のように憲法調査団の一行が滞欧中であった。そのため彼は

ロンドンの伊藤のもとを訪れ，外務省・公使館・伊藤の間で連絡役をつとめたのであ

る。たとえば83年３月９日，フランス公使伊田譲は外務卿訓令機密第５号「清匡|属国

名分始末」を受理したが，これは三郎が井田に持参したものであるｱﾕ'。また井111は同

年３月10日付伊藤宛替簡の'１１で「当国（フランスー引１１]者）政府へ言込候事之順序緩急
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等を閣下へ質問致し度，委'111は光妙手氏より御聴上奉希上候」と記している？;')。三郎

も井上外務卿に対し「同公使（井ul-ﾜ|用荷）内訓有と'1､宮伊藤参議を倫敦府に訪ひ

|可参議の意見をも一応承り慨候」と報告している７』'・

三郎が発信した外交文書によって彼の公使館での仕事を跡づけるとつぎのようにな

る。1883年３月中ｉｎから１カ月程は，北京駐剖フランス公使プーレーの進退とベトナ

ム独立が大きな問題となっていた。３月23日付の井上外務卿への機密第15号では，フ

ランス外務省の発表通りにプーレー解任は単に本省との意見の不一致によるものと三

郎は報告していた霜'・本件の真相を三郎が外務卿に報告したのは４月20日のことで

あった７５１。すなわちプーレー・季鴻iIifが締結したベトナムの独立を承任する「上海と

りきめ」とその本省への報告の遅れとがプーレー召喚の真の原因であったことを報告

したのである。

また４月20日付の報告では，前年の朝鮮事件をめぐる清国との情報操作の件につい

ても本省からの訓令を求めていた771。この背景には，駐英清国公使がすでにヨーロッ

パの新聞紙上でトンキン事件や朝鮮問題の宣伝をしていることの対抗措置として，日

本公使館も新聞での宣伝活動を行うようにとの指令が下されていたという事情があっ

た認:。三郎はその指令に対して，新聞に提供するネタがあるのか，事前に渡すべき着

手金の用意はあるのか，と間うているのである。

また条約改正問題についても５月と８月に報告している。５月11日付の機密第29号

ではイギリス政府が条約改正につきヨーロッパ各国へ廻状を発した件につき探訪中で

あることを了（１），８月１０日には新任の駐日フランス公使シアンキヴイクと条約改正につ

き会談を行ったことを報告している纈川。この新任公使は「貿易条約ハ両国ノ利益ノ為

メ妥協ノ点二帰着ス可ク裁判権ノ問題ハ面倒ナル事ニテ実況ヲ看察スル上ナラテハ自

己ノ意見モ巾陳難致」と言を左右にしていたのに対し，三郎はエジプト駐在の長かっ

た新公使に日本政府側の立合裁判についての考え方を説明したという５１，。しかしｒ日

本外交文書』を見る限りフランスとの条約改正交渉についてはそのほとんどを蜂須賀

公使が行っていた。本件については三郎は補助的な立場にあった。

９月７１]，三郎は井上外務卿にユエ条約(８月25日締結)について報告し，その中で

｢(清国政Ｉ付が－引用者）曲直ヲ干戈二訴フルナラハ小官ハ窃二疑之仏亦騎虎之勢勝敗ヲ

安南二争フナル可ク果シテ然ラハ此際更二欧州ニー蔦藤ヲ生ス可キカ」と述べていた

極１．１１月には「仏国ハ清兵ノ東京撤退ヲ要求セリトノ情報」を日本に送り，フランス

政府がトンキン駐屯費の900万フラン増額を議会に提起していると伝えた職３１．１２月２１

日にはフランスがミヨー中将指揮のもとに6000名の兵をトンキンに派遣しようとする
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形勢であることを周Ⅲ，さらに同月28日になると，ついにミヨ－１１１将の部隊が２３日に

ツーロンを出発したことを報じた職『')。そして翌84年３)128日，ミヨーリコ将がトンキン

平定に着手し，新聞紙上では清国に償金要求との声もあるが，フランス側の真意は海

南島にあるのだと報告を送った鋪'。

このように三郎が外交’１:｢として本圃へ報告を発信している一方で，彼を州朝させる

準備が進められていた。蜂須賀公使は84年１)]24日付伊藤博文宛榔:簡において，フラ

ンス公使館書記生であった大山綱介を三郎の後任にしたいという人事案を伝えていた

詞も蜂須賀は３月には伊藤に在欧公使館改革の覚書を提出した邸1゜その骨子は，公使

館数を削減して効率のよい業務を行い，一公使館あたりの予算枠を増大させるという

ものであった。当時，公使館の予算不足は慢性化し大きな問題となっていたのであ

る。三郎が，井田と蜂須賀との間をつないで臨時代理公使をつとめていた時分にも経

費不足とな｛)，井上外務卿が「甚不満足ノ評」を彼に与えたという職'１・三郎は蜂須賀

と衝突したものか，この点について前橋潮洲は「意見当局者と合はざると以て」帥'と

記していたが，蜂須賀は外務卿の不評に力を得たように，三郎のlliil朝命令を引き出し

たのである。1884年９月，正式に命令をうけた三郎はつぎのようにその心事を述べて

いたり!'。

帝都春色亦佳哉

百事皆非志未灰

柳辺桾鴎夕陽台

笑対青山且挙杯

落魂人従海外回

一貧如洗舌猶在

花底馬噺橋北路

斯生除却豪華夢

９)126日．ドイツ留学にlijIかう陸軍二等軍医森林太郎は,アデンでパリから帰る途中

の三郎に行逢い日記に記していた'2'・三郎は帰国後の1885年３月依願免官となった'３１。

第４章法曹

第１節憲法学講義

野に下った三郎は1885年４月，フランス留学仲間の岸本辰雄らが創立した|ﾘ]治法律

学校の講師に枡かれ，第３年科の懸法を担当した斜)。三郎の「憲法学講義」は校友井

本常治の筆記によってｒ明法雑誌」に連載された，計。三郎がどのような講義を行った

のか，簡単に見てみることにしよう。彼はまずはじめに，自分は職法学を専攻した訳

ではないので講義では「日ラ好テ探り得ダル処及ビ余力巴里ニアル頃該国ノ国会議員
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等卜往来ノ間二於テ得ダル事実等ヲ以テ本講ノ材料二供セン」と，パリ大学法学士，

元フランス公使臨時代理の肩書と経歴をもって教壇に立つことを明らかにしている。

彼は本論に入る前に，旧師アコラースの所説に従って法律と道徳との関係についてつ

ぎのように説明する。

政治学上二要スル道徳学トハ彼ノ孔孟ノ主義ト同一ナルモノニアラズ，所謂道徳

学トハ人タルベキモノ、権利及ビ義務二就テノ学問ヲ云う，故二「リベルテー」

即チ自由トハ道徳学ノ根本タルヲ知ラザルベカラズ，人己レノ自由ナルヲ求メテ

他人ノ自由ヲ妨ゲズ互二自由ヲ保維シテ始メテ道徳ノ基上立ツ実，

人己レノ自由ヲ尊重ナシテ此レヲ発達スベキハ此レ道徳上ノ本筋ナリ，然レトモ

此レガ為メ他人ノ自由ヲ妨グルアラバ己二道徳ヲ傷ル此ノ事ニシテ若シ法律上ノ

範囲二入ルアレバ此レニ制裁ヲ附スレトモ道徳上二於テハ制裁ヲ附スルモノナ
コート.

シ，羅馬帝「ヂユスチニアン」ノ撰ミタノレ法典ニハ先ヅ其始メニ道徳ト及上Ｉ去律

トノ区別ヲ設ケタリ，蓋シ法律ナルモノハ道徳中ノー部班ニシテ其区域ダル最モ

狭シ，或ハ社会の開化進テ止マズシテ数万世ノ後二至ルアラバ道徳卜法律トハー

維一徹異別ナキニ至ルモ亦知ル可ラサルナリ，

そして彼は講義の目的を「法理ヲ折明スルニアリテ決シテ今現在ニ此レヲ実行ナス

可シ卜云フニハアラザルナリ」と述べ，理論と現実社会への適用とは別の問題である

と釘をさすのを忘れていない。時代は民権派激化事件の余韻が残っていた頃である。

講義はまず議会の説明から始まった。彼はイギリス，フランス，ドイツの議会制度

を比較検討し，つぎのように一院制，二院制の議論をまとめた。

民権ヲ以テ元素トセザル国ニテハ君権ト民権トノ調和ヲ計ル為メニ院ヲ設クルヲ

常トス，然レトモ此ノ如キ国ニテハー院ヲ要スルヤニ院ヲ要スルヤノ議論ノ起ル

アラズ，何トナレハ何レニスルトモ只政治上ノ御都合二止リ理論ヲ以テ定メ難キ

モノタレバナリ，蓋シー院二院ノ議論ヲ生スルハ民権ヲ元素トスル国二於テ初メ

テ生ズルナリ，

次に選挙人の資格であるが，これには５種の制限があるという。第一に国籍を有す

ること，第二に年齢，第三に男子であること，第四に住居が定まっていること，第五

に「道徳上ノ責メアルコト」である．彼は，この５種以外に学問や財産の有無の条件
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をつけたものを制限選挙と呼ぶ。これは帝王が国民に権利を貸与するという思想から

生まれたものだというのである。しかし民主的な，制限のない普通選挙においても５

種のうち４種の資格は当然であるとする。彼が問題を指摘するのは第３項の性別によ

る資格付与の点である。この点について三郎はつぎのように自説を展開する。現在い

ずれの国においても女子の選挙権は実現していないが，「理論上ヨリスレバ女子トテ

此ノ権ヲ有セザル可キ理ナシ」といい，これは「野蛮極マル」事態であると主張す

る。女子に選挙権を与えない根拠として兵役の義務がないことや学問のないことを挙

げる学説に批判を加え，アメリカやイギリスにおける婦人参政権論を紹介している。

そしてフランスにおける議論が一般的に低調であることを嘆じろのである。

仏国ノ政治学者等ニハ女子二選挙権ヲ実行セシムヘキノ論ヲ主張スルモノナキニ

非ザルモ寛二行ハレサルノミカ斯ノ如キ説ヲナス者ハ人ノ笑ヲ招クガカロキ姿ア

リ，理論二盛ナル仏国ニシテ男女同一二選挙権ヲ実行スルノ議論尚ホ勢力弱キハ

余ノ解スル能ハサル処ナリ，極左党ノ議員クレマンソウ氏ノカロキ余ガ初面会ノ所

ハ熱心之ヲ論セシコトアレトモ今日ハ寛二行ハレ難シト自認シタルカリ【Ⅱシ，

彼は憲法学講義とは別に，明治法律学校で「選挙人たるには男子たるを要す」と題

して婦人参政権論の講演を行っていた跡!。この講演によると，婦人参政権論はクレマ

ンソーのみならずアコラースの所説でもあったという９７'・懲法学識義の中で述べてい

た「女子二選挙権ヲ実行セシムヘキノ論」を主張する「仏国ノ政治学者」とはアコ

ラースであろう。彼は明治法律学校での講演をつぎのように結んだ。

十九世紀は女子にｽﾞilして既に民事上の権理を認知せり。余や蝋に翼ふ゜十九世紀

は更に政事上の権理を女子に認知し以て又其一大栄誉を完ふせんことを。余や不

敏と雌も畢生の力を此に致さんとす。

憲法学講義は以後，被選挙人の資格，選挙人と被選挙人との関係について具体例を

挙げて行われた。

このような講義の記録を残した三郎は，1889年の憲国憲法発布を熱狂的に受けとめ

た。彼は日比谷練兵場において，明治法律学校の学生校友に「君民共治の政ハ実に至

大至重の事」「進んで民権の拡張を図れ」と演説し喝采を得た'8j･三郎の明治憲法観

はどのようなものだったのだろうか。1891年２月５日の帝国議会での発言からその－
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端をうかがうことにしよう，,)。彼は，この憲法については「天星陛下が独此ノ権限ヲ

以テ親ラ草シテ自分ノミガ発言ノ権ヲ持ツテ届ルゾト明言シテ届ル」のだと言う。し

たがって国会議員は憲法改正を発案する権利を持っていない。よしんば両院に上奏権

があるとしても「相当ノ手続」を必要とする。彼はlﾘ]治憲法を誹議することのできな

いもととらえていた。三郎の愈法論とlﾘ]治憲法観にはへだたりがある。これが彼の言

うところの理論と現実との相違なのだろうか。それとも数年の間に彼の憲法論が変質

したのだろうか。それを知る手がかりはまだ見つからない。

明治法律学校と三郎との関係で忘れることのできないものに「決闘論」がある。

1888年９)130日，彼は五大法律学校討論会の席上「決闘は文明の花」と当時流行の決

闘を支持する演説をした。この結果はｲi罪論＝決闘否認論６名，無罪論＝肯定論２名

であった。彼は1889年１月，自論をｒ争也君子決闘条規』にまとめ明法堂から|}}版し

た。この「決闘論」の内容や法律的位世づけについては手塚豊氏の著作にゆずるⅡM''。

ここでは，中江兆民が「東雲新聞』紙上で「壮年政治家の机上には洋普と倶に必ず欠

ぐ可らず」と『決闘条規』の紹介を行っていることをつけ加えておく'`１１１。

また彼は在野時代に「澳|副民法』乾・坤(著者不明)を翻訳している。本書は現在稿

本のかたちで法務図書館にmr蔵されている。稿本の表紙に「司法省記録局雛訳課」の

印影と「縦訳課」の文字がある。司法符に記録局雛訳課が置かれたのは1884年から８６

年までの間である''１Ｊｌｏｌ８８５ｲ'二３月の依願免官後の仕事であろう。

彼の在野生活は長いものではなかった。1886年８月１７日，検事に任ぜられ秦任官一

等の待遇を与えられた１１噸'。この検事職は大審院誌であり，あわせて民法編算委員をも

命ぜられた'"'・翌1887年１１１１８日には法律取調報告委員となり，民法人事篇の起草に

従事した:【御。1889年４月出版のＦ国際私法講義」（シヤルル・ブロシエー若，司法省蔵版）

の翻訳")はこの役職に添ったものであろう。1889年７月26日には検事在任のまま逓信

省参事官を兼任することになった!"'・時の逓信大臣後藤象二郎が三郎を入省させたの

である。この両者の関係はフランス公使館時代にさかのぼる。三郎の赴任の時期は，

板垣退助・後藤象二郎，ふたりの自lt1党領袖の外遊と重なる。そして板垣・後藤のま

わりには憲法調査中の西園寺や板垣の通訳今村和郎が控えていた。今村もフランス留

学仲間である。西lWil寺は1882ｲ'三11月Ｌ1日付書簡で三郎に「今村兄来航のよし右二就ハ

弟モ些責任有り」と記していたⅡ隅'・今村が板垣の通訳をつとめたのは西園寺の推薦が

あったものと考えられる。伊藤博文あての井田談や西園寺の祥簡をみると，板垣・後

藤の言動を逐一報告していることがわかる'１階l'・フランス公使館書記官であった三郎は

西園寺や今村とともに，目111党領袖の動静を監視し，接触を持っていたのである。



光妙茅二郎 119

このような後縢との|刈係がどこでどのように逆転したものか，逓信省に入った三郎

は後藤を補佐して大限外相の条約改正批判に奔走したｕｒＭ。1890年の第１回総選挙には

末松と改姓して'11口県第１区から大同派として'１１馬し，当選した''１'。また同じ年，三

郎は大審院検事とな}〕９１年依願免官，同f|皇12)121]，東京郵便電信学校長に任ぜられ

たⅡ』'。しかしこれも1893年３ﾉ]非職，４)]６日，逓信参期i官・学校長を被免され，あ

らゆる官職から退いたい'・死の５カ月1iiiのことである。

第２節国会

1890年11月2511，三郎は第１ull帝国議会の壁頭から議場を沸かせていた１Ｍ)。東京府

選出談貝森時之助の拘留ZlF件を，明１台懲法第53条「両議貝ノ議員ハ現行犯罪又ハ内乱

外懇二関ル罪ヲ除ク外会期中其ノ院ノ許諾ナクシテ逮捕セラルルコトナシ」の条文に

照らし，これは森個人の問題ではなく議会の権利に関わる問題であると-1i張したので

ある。｜日友兆比は]２月]３日のIrl11[|]新'111Ｎで「末松三郎氏の如き三百議貝１１１録々たる

若なI)，其学識才弁固より尋常人の及ぶDTろに非ず，其12(に在I)職に服し並に身を処

する本木曾て大過挙有るを聞かず，顕ふに法律の微を剖ち理義のｉ１ｉを折ち或は句辞の

意を釈し或は条款の神を摘するの際其兄る所ろ必ずしも尽〈衆人と合ふこと能はざる

は兎る可らざるの数たI〕」と，三郎の学識をたたえ，「末松氏憲法解釈のjU1き議会の

礼を亜んずろの至念にＩＩｌづ」と援護射撃をしていた１１５１．議会の権利を主張する三郎に

対し，大岡育造は司法樅の独立という立場から反論を展開した。この両者の論戦につ

いて兆民はl89l年１１１１７日のTl][t{新聞jにつぎのような｢議員批評｣を書いている'１術'。

戎衆議院の創開よ}〕以来竜戦虎争鷲喋獅撰の状有I)たるは識』l資格論に於ける末

松二郎君と大岡育造君とのiilii立対時の弁にて有りき，足時に於てや，末松君は立

役にて有})き，重忠にて有りき，大liiil君は悪役にて有りき，ＶＭ｢水にてｲ｢りき，末

松君が巳｣Hl1の仕立の洋服を箸けて，紺の手lljを堤げて，而して議会の椎を拡張せ

しは，議し｣諸君から可愛がらる、iifi合にてｲ].}〕き，大岡科が洪濁の声を振廻は
Ｉママ；

し，顔面風黒，眼孔余粒，体容豪縦，末松君が蒼白のilii，清秀の'１k，椀委の体，相

共に映射し，両鏡朴｜対して，釈迦の像と提婆の像と，ＩＥに両鈍の中に森然たＩ)き

議会の権利をi邑張したﾐ郎はまた，衆議院こそが国民の直接の代表であり，貴族院

に劣るものではないと繰り返し発言していた。

この第一回帝国議会では「商法及び商法施行条例施行延期法律案」が衆議院本会議
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に上提された。この法律案の討議の推移については福島正夫「日本資本主義の発達と

私法｣u71にゆずり，ここでは三郎の延期反対意見を揚げておく''８１。

此ノ商業ト云う事柄ハ，今日ニアッテハ決シテー国ノ商業デハナイ，従来モ然ウ

デアルガ，今日ニアッテハ彼ノ誰力､.云フク如ク，商業ハーツノ俗二云う万国公

法デアル，商業ノ関係スル各国トノ関係ノ最モ大ナル所ノモノデアル，此ノ関係

ノ為二…此ノ関係ハ最必要デアルカラ，此ノ関係ノ為ニハ幾分ノ不満足ハ忍ンデ

早ク我国ノ商業社会ノ権利義務ヲ確定シテ，我ガ商業ノ拡張ヲ益々、謀ラシムル

ノ必要ガアル，其ノ必要ハ商法二依ツテ，商人ノ権利義務ヲ定ムルハ，我ガ商業

社会ハ各国二通ジテ信用ヲ得ルー至ルー達ヒナイ，此ノ点ガ最必要ナリト云う点

デアル，決シテ我輩ハ万国普通ノ事二気ヲ附テ，唯焼芋屋ヤ，豆腐屋ガどうナラ

ウトモ，斯ノ如キ頂細ナコトノ如二幾分ノ苦情ヲ開イク為二各国二跨ル所ノ大商

業ノ妨害ヲスル如キハ，甚ダ避憾ノコトデアルカラ，般大害ノアルコトデアルカ

ラ，速二此ノ商法ハ廿四年一月一日カラ，施行アランコトヲ本貝ハ切二希望スル

モノデアル。

第５章晩年

第１節失意

1893年４月，一切の官職から離れた三郎はその心情をつぎのような詩に託した１１，'。

不放輪蹄入我門

遷喬空卜新鷲谷

七日一体非曠職

冷官猶剰斗銭在

春寒相対倒芳繊

兇筍仏依古竹村

十年三瓢累多言

蕊蔽侍君還聖恩

彼は野に下り弁護士となったが，その晩年は不遇のうちにあった。三郎の不遇をみ

かねた兆民は８月，陸奥宗光に彼の就官を依頼した。兆民の弟子幸徳秋水はその時の

模様をこのように書いていた１２m。

兆民先生語を転じて曰く，陸奥閣下，光妙寺を如何せんとするか，乞ふ速かに図

る所あれと。故光妙寺三郎君晩年極めて落槐せるが為め也。陸奥君曰く，彼れ甚

だ政府部内の忌む所たるが故に，事頗る難し，而も早晩処するの途あるべし。先
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生曰く，彼は予の如く赤切符の生活に堪る能はざる也，乞ふ速に之を図れ゜

赤切符とは三等切符の俗称である。三等車にしか乗ることのできないような貧しい

生活は，パリ仕立ての洋服にボルドーのワイン，香水やコスメチックを日用品として

いた'２１)三郎には無理なものであったろう。この頃の三郎の貧窮ぶりを兆民は徳富蘇峰

につぎのように語ったという'ｺﾂ。

ｒ彼は風流とて巴里仕立薄羅紗の衣を着け，寒中に霞ひ居れり』，曰く『彼は牛

肉を食ふは不風流とて日光唐辛子を摘して，葡萄酒の下物となせり』と。

このような失意と貧窮の中で彼は死を目前にしてつぎの詩を作った'231。

巳実行既放子三郎

山何不摘峰為刀以断此好頭顛。河何不測水為棺以葬此七尺躯。人生四十未得死。

傭仰山河唱烏々読書万巻総論有志。居官十年畢成底事。邇負千金何日償了。飲酒

一解頽乎沈酔。好頭顛今断之者誰。七尺躯今誰能葬之。憶巳夷哉。天壌之間莫我

知。

三郎と交際のあった依田学海はこの詩を評して「詩きはめて妙なり。力､、る詩をよ

く作るもの今幾人かある可き」と記した':$;・三郎は肺結核を患っており，病症が急変

したのは死の一週間前であった':1m)。彼はフランス語でうわ言をいい，フランス語の問

いかけに答えることができたというエピソードが残っている１２`61893年９月26日午前

３時，三郎は遠逝した。２８日，東京の各紙には西園寺・兆民・斎藤孝治・小島龍太郎

連名の死亡広告が掲載され，２９日午前１０時，甥安邊一雄が喪主となって築地本願寺蓮

華殿において葬儀が営まれた。葬儀には榎本武場，細川淵次郎・ポワソナードらの名

士や干人余の学生が参列したという'野。

第２節遺児

三郎の墓は東京都品川区大井鹿島谷の光福寺墓地にある。これは1896年（明治29）

１月，文部大臣西園寺公望の橘望によって建立されたものである１２３１．西園寺は同年

秋，三郎の追悼会を聞き'釦，1904年(明治37)１１)]にも法要と追悼会を営んだ'3ｺ)。

三郎が遺したものは負債と一子三三郎であった。一説によると負債の額は15万円に
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のぼるといわれ13M，知友が返済のため寄附を募った。原敬も「些少ナカラ」応じたと

『日記ｊに記しているI鑓)。下谷の芸者お六の産んだllll屋三三郎は父の死後西園寺邸に

引き取られ，西風寺の娘新子や親戚筋の橋本実斐とともに養育された'抑'・三三郎は暁

星から慶応義塾に進み大阪商船に就職したが，一転して踏路社から築地小劇場，築地

座と新劇俳優として活躍し，さらにＰＣＬに入り映画にも出減したｌ３ｌ１ｏ芸名は東屋三

郎である。彼は終生西園寺家と橋本家の援助を受けた。妻岸jIMi子の思い出によると，

三三郎は「おじい様（西圃寺）は誰よりも僕が一番可愛いいんだ」と語っており，西

圃寺は待合に行くときは三三郎を連れていくほどの可愛がりようであったという1蕊'。

また西圃寺家では三三郎が大阪商船に就職したのちも毎月２０１１]の援助をしていた'3`)。

そして三三郎とjlili子の居候先は牛込砂上原町の橋本邸であった137'・’935年７月３日，

三三郎は公演先の大阪で死亡した':鯛'。彼の墓は京都ilT上京区の竹林院西園寺，西園寺

家歴代の菩提寺に建てられたM'１．

西園寺は青年時代をともにパリで過ごした悪友光妙寺三郎を送り，その遺児までも

見送った。二代，６０年にわたる交友であった。三郎は「傲岸」「異数」と評されよく

人を罵ったという。フランス公使館では蜂須賀公使と折合わず，大群院も検事総長松

岡康毅の不評を得て退き，逓信省でも出省せずに所用があれば馬車で迎えにこさせた

というM(Ｉ。幼い時より神童と呼ばれ，詩文に秀いで，弁が立ち，美の感覚を磨き，パ

リ大学法学士の肩瞥を持つ彼は自負するところも大きかったのであろう。留学から帰

国してのちの三郎は官僚としても代議士としても成功しなかった。先鑛には借金をつ

づけ，後鑓がその負債を肩がわ})した。しかし晩年や没後の処遇を見ると，どれほど

兆民や西風寺が三郎に心を砕いていたかがわかるのである。幕末維新の激動の時代に

はよくその能力を発揮することもできたが，西南戦争後，安定した官僚制度を作りつ

つあった明治政府の中では彼は異端であり自らの位置を確保することは難事業であっ

た。三郎は権力と離れたところでの交友に恵まれ，兆民や西園寺，学海や女性たちに

愛された。４６歳の生涯であった。

註

r世界之日本」復刻版柵１１:房1992ｲIio

l990年，中公文hliに収められた。

初出はｒ世界之日本」第27号1898年５月１日。引用はｒＩﾘ]治文学全集６２１ﾘ]治漢詩

文集』筑廉瞥房1983年によった。

小泉策太郎筆記木村毅編ｒ西園寺公望自伝出識談社1949年。

１
１
１

１
２
３

４）
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石川半１１」「当ｌＩｌ人物評lUil刺寺公望上初出は「毎[1新ljl1』l90Iｲｌｉ５ﾉ12811～10)１３１

日連赦。「明治文学全集９２明治人物論集」筑摩書房1970年に収録。

竹越与･三郎『胸1値公」叢文Mll930ｲ１１・

三郎の/１１年には３つの説がある。

①嘉永５年（]852）８月８１Ｉ説

②嘉水２年（1849）８月説

③弘化４年（1847）８月説

①は後述するバリ大学学籍簿のi旭iliji，②はｒ日本帝国国会繊以j}三伝｣，Iii橋「光妙

寺二郎」の記述，（３はｒ朝野新聞」1893年９)129日付の光妙寺三郎死亡記１iの記述で

ある。①の学薪簿の生年１１日は他の日本人(W学生においても疑わしいところがある。

『本願寺史』によると弟為然が1875ｲﾄﾞ没27歳であったという。それならば③の1849イド

は為念の生年)111となる。よって本稿では③の1847年説を採った。

後述する『蜻蛉災』の献辞においてもＭ１ＴＯＵＤＡと綴られているし，パリ大学学赫

簿の鶚おもMitH〔Iａとなっている。「みつだ」と読むのが妥当であろう。

『防長寺社lil来』第３巻繍集発行11111県文11｝館1983ｲlき゜『続防府市史」｜､l書刊行会

1960年

Ｆ日本歴史地名体系3611111県の地名』平凡社1980年。

『近世防府人物誌」佐伯為脳ji編輯発行1933ｲﾄﾞ。

光妙寺境内半雲慕碑。現在では風化して判読しがたい。重田忠ｉｆｉｒ防府地方碑文集」

1934年に銘文が鯏刻されている。

本書のｲﾄﾞ在は防府i1丁立図il1F節郷土盗料室で御教示いただいた。なお立命館大学西剛寺

文庫にも収蔵されている。三郎から西園寺への献本であろう。

註12）参照。

島地黙11ｉ「雨、１１]夢談」初出は『反省会雑誌』1897年12月。二葉憲香・福嶋寛隆編

『島地黙雷全集』第５巻本願寺出版部1978年に収録。光妙寺の記録によると無

蔵は1870年５月８１]，２８歳で戦死し，靖国神社に合祀されたという。

|面1前。

二葉懲香監修赤松連城研究会編『赤松連城涜料』上巻1982ｲﾄﾞ。

本願寺資料研究所編ｒ本願寺史』第３巻1969年。

前掲『)$地黙箭全集』第５巻。

大洲鉄然外宛局地黙雷諜iiiil873イド２月23日付前掲「局地黙↑|;全集』第５巻。

前掲「本願寺史」第３巻。

前橋潮洲「光妙寺三郎」『明治法学』３０号-36号1902年２ル１２日－５H20HIﾘｊ

治大学図書館所蔵マイクロフィルム.なおこの部分は前橋の友人堀来造の回想であ

る。

木戸照陽編『[1本帝国区|会議員正伝』田中宋栄堂1890年。

同前。

末松謙澄ｒ修訂防長回天史全』復刻版柏書房1980年。

５）

６）

７）

８）

９）

．
！
１
１

０
１
①
】

Ｉ
１
１

13）

１
１

４
５
１
１

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）
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｢岡山県史７近世編』第２巻1985年。

前掲ｒ日本帝国国会議員正伝｣。

同前。

同前。

同前。

井上侯爵伝記編纂会編『世外井上公伝」第１巻明治百年史叢書1968年。

｢木戸孝允日記」１日本史籍協会叢瞥東京大学出版会1977年。

前掲『日本帝国国会議員正伝｣。

同前。

伊藤博文関係文脅研究会編「伊藤博文関係文響』４塙替房1974年。

前掲ｒ修訂防長回天史全｣。

前掲「日本帝国国会議員正伝』。

前掲『木戸孝允日記』２．

前掲ｒ日本帝国国会議員正伝い

富田仁編「海を越えた日本人名辞典』日外アソシエーツ1985年．

藤田東一郎「入江文郎に関する研究」『日本学士院紀要」６巻1号1948年３月。

なお作成期間の推定は井田進也『中江兆民のフランス』岩波書店1987年による。

前掲『中江兆民のフランスル

バリ国立公文脅館所蔵。

大久保泰甫「岩本辰雄の留学生活ＪｒＩﾘ]治大学史紀要」41981年。＿

バリ大学学籍簿。なお西倒寺や同時期の日本人パリ大学留学生の履修状況については

『西園寺公望伝』第１巻岩波書店1990年，鈴木良「西園寺公望とフランス」後

藤靖編ｒ近代日本社会と恕想」吉111弘文館1992年。

｢航西日策」前掲「島地黙雷全集』第５巻。なおこの日記によると黙雷は1872年４

月28日～30日（|日歴３月21['-23日)，｜司年５月５日（旧歴３月28日)，同年12月31日

(１日歴12月２日）パリで三郎と出会っている。

光妙寺三郎宛西圃寺公望普ｉｉｉｒ西憧|寺公望文辮』国立国会図書館憲政資料室所蔵。

この書簡は従来橋本実梁宛とされてきたが，「輔事の頃は非常多忙なるべし」などの

文言からみてこれは三郎宛の書簡である。

高橋邦太郎「｢蛸蛉樂」考」『共立女子大学紀要』第12輯1966年。

前掲「近世防府人物誌｣。

｢小泉三''1全集３随筆西剛寺公』岩波書店1939年。

同前。『小泉策太郎関係文轡』（マイクロフイルム）国立国会図書館懲政資料室寄託.

福井純子「｢青邨公手沢日記」－明治初年京都の文筵と広瀬青邨」『立命館百年史

紀要』11993年３月。

前掲「小泉三申全集３随筆西園寺公“

Ｐ東京日日新聞Ｊ１1893年９)129日。以下の三郎の官歴はとくに断わらないかぎりこの

記事による。

Ｊ
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１
１
１
１
１
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１
１
１
１
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０
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２
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０
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２
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３
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43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

53）

54）
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明治法制経済史料研究所編「元老院会議筆記』前期第５巻1969年。

西圃寺公望宛中江兆民書簡1879年１月30日付ｒ中江兆民全集Ｊ１６岩波書店

1986年｡

前掲『元老院会議筆記』前期第６巻。大日方純夫『目111民権運動と立懲改進党』早稲

田大学出版部1991年。

｢明治13年公文録官吏進退外務省」２Ａ－１０－公2750国立公文書館所蔵。

井上馨宛光妙寺三郎齊簡1880年３１１１［1付，同年３月261]付，Imil年５月１５日付

『井上艦関係文普』国立国会図書館懸政資料所蔵。

戦前期官僚制研究会編ア戦前１９１日本官僚制のiii１１度・組織・人事」東京大学出版会

]981年｡

西田長寿編「東洋自Ｈ１新聞』復刻版「解題」東京大学出版会1964年。

｢明治文学全集９９明治文学kll顧集（二)』筑醗香房1983年。

｢明治14年公文録官吏進退外務省」２Ａ－１０－公3183腿I立公文ilf館所蔵。

前掲『戦前期日本官僚iljllの制度・組織・人事｣。

｢明治15年公文録官吏進退外務省Ｊ２Ａ－ｌＯ－公3405国立公文書館所蔵。

西園寺公望宛光妙寺三郎書簡1882ｲＭＨ14日付前掲『小泉亘申全粟３随縦西園

寺公｣。

吉田構成宛光妙寺三郎11;術1882年１０)122日付了吉lU消成関係文書」京都大学文

学部附属博物館所蔵。なおこの濟簡は年欠であるが，内容から1882年と推定した。

国立国会図齊館所蔵。

伊藤博文宛井上馨書簡1882ｲ|:12月９日付前掲『伊藤博文関係文書』１･

伊藤博文宛井ｕｌ譲書簡1883年１月221]付前掲ｒ伊藤博文関係文書」１・

伊藤博文宛光妙寺三郎掛簡1883年３月３日付前掲ｒ伊藤博文関係文普』５゜

伊藤博文宛井ｌＨ譲書iWil883ｲＩｉ３月１０[1付前掲『伊藤博文関係文書」］・本諜簡は

『伊藤博文関係文書」では1882年と推定されているが，文中の「足は光妙寺持参」「委

曲は光妙寺氏よI〕御聴｣乙奉希止侯」などの箇所から考えると，井田が三郎をロンドン

の伊藤のもとへ使いにＩＩＬた1883年のものとみるのがよかろう。なお前掲ｒ戦iMi期日

本官僚制の制度・組織・人事』によると，井田の帰朝は1883年４月であるので，帰国

直前の轡簡ということになる。また『日本外交文脅』１６１８８３年３月16日付仏国駐削

光妙寺臨時代理公使より井上外務卿宛「仏国政府ノ対iii政情報告」にある朝鮮事件に

関する「機密第五号」が「構図属国名分始末」に該当すると思われるが，「機密第五

号」はｒ日本外交文書」には収録されていない。

前掲伊藤博文宛井田譲掛術1883年３月１０日付。

前掲光妙寺臨時代理公使よ})井上外務卿宛「仏国政府ノ対清政情報告」1883年３月

16日付。

仏国駐削光妙寺代理公使より井上外務卿宛「北京駐削仏国公使「ブーレー」解任事情

探問ノ件」1883年３月23日付前掲ｒ日本外交文書』16。

｢｢ブーレー」呼戻ノ事lVi及安南'111題二吋シ仏新内閣ノ方針二関スル件」1883年４月

55）

56）

57）

58）

59）

60）

61）

62）

63）

64）

65）

66）

67）

68）

69）
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71）

72）
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74）

75）
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20日付iii[褐『日本外交文書」１６．

同iii１．

前掲「仏|劃政府ノ対講政情報告ノ件｣，前掲「｢プーレー」呼戻ノ即Ｉ(Wi及安南問題ニズオ

シ仏新内側ノ方針二関スル件。

｢英国政府ノ廻状二関スル件」前掲『日本外交文普」16。

｢新任仏|垂|公使ト会議ノド|:」ｉｉｉ褐『[|本外交文書』］6.

同前。

｢仏安条約通報ノ件Jiiii褐『日本外交文書」１６。

｢仏国ハオi1i兵ノ東京撤退ヲ要求セリトノ情報」前掲「日本外交文諜』’6。

｢仏|重I側ノ気勢ili報ノ件」前掲『日本外交文書』１６。

｢ii1i公使勵紀沢動静並仏国安南遠征軍怖報ノ件」前掲ｒ日本外交文書」16。

｢仏国ノ真意ハ海南島二在リトノ情報ノ件」前掲ｒ日本外交文書』１６．

前掲ｒ伊藤博文関係文11『』６･

伊藤博文宛蜂須賀茂詔ilfiiiil884年３)114日付ｒ伊藤博文l卿係文書』６．

原敬宛浅田徳則闇:iWil888flilI117B付『原敬MU係文撚」１原敬文諜研究会編

|]本放送出版協会1984年。

前掲前橘潮洲稿。

同前。

｢航西日記」ｒ明治文学全集２７森鴎外集』筑摩iM:房1977年。

｢明治l8fl二公文録官吏進退外務省」２Ａ－１０－公4057国立公文諜館所蔵。

iiil掲前橘潮洲稲。『明法雑誌』第８号1885年９月７日ｒ明治大学百年史』第１巻

資料編１同編纂委員会編1986年に収録。

'ﾘ]拾大学図書館所蔵マイクロフイルム。「憲法学講義」の掲救誌と発刊年月日は，つ

ぎのとおりである。

30号（1887年２ﾉ120日)，３１号（同年３月５［1)，３４号（|可年４月20日)，３５号（同年

５月５日)，３６号（同年５月20日)。

r女学雑誌』第130号（1888年10月６日)，第131号（同年10月13日ル

アコラース，クレマンソーは光妙寺三郎の議論の典拠である。彼は『国民之友」４８号

附録（1888年４月22日）の愛読書アンケートにもつぎのような回答を寄せていた。

77）

78）

79）

80）

81）

82）

83）

84）

85）

86）

87）

88）

89）

90）

91）

92）

93）

94）

95）

96）

97）

光妙寺三郎

西廟記東壁全
（Ｌ）

モリエート虜リ

源譜枕草紙孟子国策柳州文網)１１詩

染サフォー遺詩タシト諸史リュクレス詩

ウイクトル，ユゴー詩文アルフレッド，ミュセー詩文

近世仏人にてハガンベツタクレマンソーニ氏政治減説可聴

書可読被考候

師アコラス政治署

98）『MBI法雑誌』第78号1889年２月20日明治大学図書館所蔵マイクロフイルム。



光妙寺三郎 127

99）ｒ帝|通|議会衆議院議事速記馳ｌ東京大学出版会1979年。

100）ｒ手塚畿鵜作災第６巻１）】治刑法史の研究（下)』慶応通信株式会社1986年。

101）ｒ東雲新ｌｌｌｌ』1889年２月201］前掲ｒ中江兆民全築』１５にilj:録。

102）司法省綱「司法沿革誌」1939年。

103）「明治19年官吏進退１６司法省３」２Ａ-18一任Ａ９９１郵立公文謝館所蔵。

104）「東京日日新聞」1893年９月29日。

105）ｒｌﾘI拾20イド官吏進退ｌ５司法省５」２Ａ-18一任八141国立公文１１１:館所戯。

106）国立国会図書館所蔵。

107）「ﾘﾘ]拾22年官吏進退迎信省Ｊ２Ａ－】8一任Ａ208国立公文脅館所蔵。

108）iiii掲光妙寺三郎宛西|劃寺公望謝iiio

lO9）伊藤博文宛井【11談ｉｌ１:iiiｉ］883年ｌｊ１ｌＯ|]・伊藤ljIi文宛西IiM寺公望iLl:筒1883年３｣Ｉ

７１]，iiii掲了|ﾘﾄ藤博文関係文111:』１，５。また西圃寺は岩倉にも同様の書簡を送っ

ている（1883年５)１１日，春畝公追頌会編『伊藤博文伝ざ中明治百年史叢諜原

書房1970年h

llO）前掲前橋潮洲稿。

lll）前掲『日本帝国国会議員正伝｣。現光妙寺住職安邊一雄氏によると，末松は当寺近く

の商家の姓であり，ｉ'三式な姓を持たなかった三郎が選挙出馬のために末松家に養子

にはいってその姓を名乗ったものであるという。

112）『東京日'三l新ljM』1893年９)129日，ｒ官報」253号1891年l2jl4日。

113）「明治26年任免６」２Ａ-18一任Ｂ６１誕I立公文書館所蔵。

１Ｍ）前掲ｒ帝国議会衆議院議?!「速記録』1.

115）「日本記者に一言す」前掲ｒ１二'1江兆民全集」12.

116）前掲ｒｌｌ１江兆民全集』12.

117）東京大学'11版会1988年。

118）前掲『帝国議会衆議院議３１:速記録』1.

119）『朝野新ｌｌＩＩ』1893年,)1291]。

120）『兆民先生』1903年，『明治文学全集８４明治社会主義文学集（二)』筑朧書房

1977年。

121）前掲前橋潮洲柵。

122）７国民新ljll』1893年９H28iz1o

123）前掲前橘潮洲欄。

124）『学海日録』1893年９月271]条岩波11$店1991年。

125）『東京日日新聞」1893年91127日。

126）『国民新聞」1893年９月30[lo

127）『東京日'三|新lii』『読売新lilj附録」『朝1111新ljI」各1893年９月28日・３０日。

128）光福寺御住職の御教示による。

129）前掲『世界之Ｈ本､’第６号1896年l0H10Ho

l30）ｒ明治学報』７９号1904年12月８HUKI治大学図謝館所蔵マイクロフイルム。
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松本克平「日本新劇史一新劇貧乏物語』筑臓書房1966年。

前掲ｒ原敬関係文瞥』５．

三三郎は生前妻IIill子に千歳米波を隊であると語っていた（岸輝子『夢のきりぬき』

東京新聞社出版局1980年)。しかし三三郎を猿青した西圏寺の妻小林菊子の証言に

よるとお六が生lﾐﾒであるという（安藤徳器『剛公秘緬育生社1938年)。千歳米波

はｒ学海日録』をみると三三郎が生まれた1890年頃には女優として舞台に立ってい

る。三三郎の生母はお六と考えてllI1違いないと思われる。

前掲ｒ圃公秘話｣。前掲『夢のきりぬき』。前掲ｒ日本新劇史一新劇貧乏物語』。水品

春樹ｒ築地小劇場史』梧桐瀞院1931年。

前掲ｒ夢のきりぬき小

前掲『園公秘話｣。

前掲『夢のきりぬき』。

「東京朝日新聞」『東京日日新聞」「大阪毎日新聞』ｒ読売新聞」各1935年７月４日朝

刊ｃ

現在も西IjM寺家墓地に｢iIiI屋三三郎之墓｣がある。戒名は｢曜道院釈三名居士｣である。

前掲ｒ日本帝国国会議員正伝｣。前掲前橋潮洲稿。

131）

132）

133）

134）

135）

136）

137）

138）

139）

140）


